
日
本
経
済
の
底
上
げ
に
最
低
賃
金

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
に
よ
る
と
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
、
企
業
の
休
廃
業
・解

散
は
２
０
２
０
年
で
約
５
万
件
、
倒
産

と
合
わ
せ
る
と
５
万
７
０
０
０
件
も
の

企
業
が
消
え
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

今
年
２
月
の
失
業
率
は
２
・９
％
（昨

年
１
月
２
・
４
％
）
ま
で
上
昇
し
、
非

正
規
の
雇
用
者
数
は
、
約
１
０
０
万

人
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
状
況
を
脱
す
る
政
策
が
、

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
で
す
。
労
働

総
研
の
調
査
に
よ
る
と
、

最
低
賃
金
を
１
５
０
０
円

に
引
き
上
げ
た
際
、
国
内

生
産
誘
発
額
は
26
兆
７

０
０
０
億
円
に
達
し
、
雇

用
の
増
加
は
１
６
９
万
４

５
０
０
人
、
税
収
も
２
兆

４
８
０
０
億
円
増
額
す
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
、
地
域
経
済
の
た
め
に

も
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
が
必
要
な
の
で
す
。

引
き
上
げ
に
は
政
府
支
援
不
可
欠

経
営
者
は
、「
最
低
賃
金
を
引
き

上
げ
る
と
企
業
が
つ
ぶ
れ
、
雇
用
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
」と
主
張
し
て
い
ま

す
。
内
部
留
保
を
大
量
に
溜
め
込
む

大
企
業
は
と
も
か
く
、
地
域
の
中
小

零
細
企
業
に
と
っ
て
は
、
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
が
経
営
を
圧
迫
す
る
こ

と
は
明
白
で
す
。
菅
首
相
が
強
調
す

る「
自
助
・共
助
」の
自
己
責
任
で
は
、

中
小
零
細
企
業
が
１
５
０
０
円
の
最

低
賃
金
を
支
払
う
の
は
不
可
能
に

近
い
で
し
ょ
う
。

で
は
、
最
低
賃
金
を
高
く
設
定
し

て
い
る
海
外
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

海
外
で
は
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

を「
公
助
」が
支
え
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン

ス
で
は
、
社
会
保
険
料
の
事
業
主
負

担
の
軽
減
な
ど
に
、
３
年
間
（03
～
05

年
）で
２
兆
２
８
０
０
億
円
も
の
税
金

（公
助
）が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
フ
ラ
ン
ス
の
法
定
最
低
賃
金

額
は
10
・25
ユ
ー
ロ
（２
０
２
１
年
１
月

～
）、
日
本
円
で
１
３
６
６
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
日
本
は
と
い

う
と
、
３
年
間
（13
～
15
年
）で
87
億

円
（フ
ラ
ン
ス
の
０
・３
％
！
）し
か
中
小

企
業
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

自
助
・共
助
で
は
な
く
公
助
で

政
府
は
こ
の
間「
平
均
１
０
０
０
円

を
め
ざ
す
」と
し
て
、
最
低
賃
金
を
約

３
％
ず
つ
引
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
引
き
上
げ
を
支
援
す
る

政
策
は
海
外
と
比
較
し
て
も
あ
ま
り

に
脆
弱
で
す
。
そ
の
結
果
、
中
小
零

細
企
業
は
体
力
を
削
ら
れ
、
そ
こ
に
コ

ロ
ナ
禍
も
相
ま
っ
て
、
企
業
の
休
廃
業
・

解
散
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

政
府
が
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と

並
行
し
、
中
小
企
業
支
援
を
拡
充

し
て
き
て
い
れ
ば
、
地
域
経
済
の
底
上

げ
と
中
小
零
細
企
業
の
体
力
が
増

し
、
コ
ロ
ナ
禍
も
こ
こ
ま
で
酷
く
は
な
ら

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（１）２０２１年６月１０日 高 知 県 労 連 №２４３ （４）２０２１年６月１０日 高 知 県 労 連 №２４３
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《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、
機

関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

ご
記
入
の
上
、
県
労
連
書
記

局
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
３
名
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
［
県

労
連
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し
て
い
ま
す
・

k
o
c
h
ik
e
n
ro

re
n
@
fm

2
.se

ik
y

o
u
.n
e
.jp

］
に
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。締

め
切
り
は
７
月
７
日
で
す
。

２
４
２
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
の
答
え
は「
シ
オ
ヒ
ガ
リ
」
で
し

た
。
当
選
者
は
次
の
方
々
で
す
。

【
当
選
者
】

酒
井

弘

さ
ん（

県
教
組
）

中
村

太
亮

さ
ん

（
自
治
労
連
）

森
岡

史
織

さ
ん

（
自
治
労
連
）

※
事
務
の
都
合
上
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【タテのカギ】
①特別に安い値段
②アーサー王伝

説の円卓の――
③空港への―― ④百の十倍 ⑥およそ。――
１千人 ⑧精神力。――充実 ⑪海。――フード
⑬先頭。――バッター ⑭――出勤、――ボケ
⑮――焼き、――刺し

【ヨコのカギ】
①――と磁器 ③額に――して働く ⑤従業員
が守るべき会社が定めた理念 ⑦花を生ける器
⑨なくて七―― ⑩預金に雀の涙の―― ⑫

同盟罷業の略語 ⑭冗談 ⑯ロダン――の彫刻
「考える人」 ⑰新郎の対

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
プ
レ
ゼ
ン
ト

当
選
者
の
発
表

カギを解き二重枠

の文字を並べて

できる言葉は？

特
殊
製
鋼
所
労
働
組
合
は
、

溶
か
し
た
金
属
を
型
に
流
し
込

ん
で
つ
く
る「
鋳
造
」を
専
門
に
し

た
メ
ー
カ
ー
の
労
働
組
合
で
す
。

主
な
製
品
と
し
て
は
、
船
の
錨
を

格
納
す
る
部
品
の
ベ
ル
マ
ウ
ス
（重

量
２
２
０
０
㎏
）や
船
の
舵
の
取
り

つ
け
部
分
に
使
わ
れ
る
ラ
ダ
ー
ホ
ー

ン
（重
量
１
４
０
０
０
㎏
）な
ど
、
大

型
の
も
の
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
鋳
鋼

物
を
扱
っ
て
お
り
、
１
９
５
６
年
の

会
社
設
立
か
ら
６
０
年
以
上
が

経
過
し
て
い
ま
す
。

電
気
炉
や
溶
接
を
扱
っ
て
お
り
、

危
険
も
多
い
仕
事
の
た
め
、
安
全

衛
生
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

男
性
の
多
い
職
場
で
、
工
業
会

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
も
年
１

回
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
も
あ
り
、
メ
ー
デ
ー

に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

県
労
連
加
盟
組
織
と
も
連
帯
し

な
が
ら
職
場
の
労
働
条
件
の
改

善
や
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
（
特
殊
製
鋼
所
労
組
委
員

長
・大
原
）

「な
か
ま
」特
殊
製
鋼
所
労
組

○クロスワードパズル、毎回楽しみで

す。でもパズルを作る方は大変だろう

なと思います。パズルをきっかけに、今

更知った言葉もあったり…。これからも

よろしくお願いします。自治労連（Ｔ・Ｎ）

○”新しい仲間が続々加入”の記事に

元気をもらいました。県教組（U・M）

○少し早い梅雨入りで、さらにお篭り

生活が加速しそうです。ジメジメした天

気は気分が上がらないですが、雨の

日の楽しみを見つけたいと思います。

自治労連（T・M）

○衆議院選挙勝利を勝ち取り、菅政

権退陣を！県教組（S・H）

○地元の防災会活動の一環で、災害

時に使える英会話集を作成しています。

学生時代以来、英語にあまり縁がなかっ

たので、悪戦苦闘しています。自治労

連（T・O）

○コロナ離職に、学校離れ、居場所を

奪われている今だからこそ、選挙に投

票という形で参加し、現状を打開する

ために声を挙げ届けることが重要だ。

自治労連（N・R）

おたより紹介

１
９
６
４
年
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の

随
走
者
と
し
て
菜
園
場

か
ら
葛
島
橋
ま
で
走
っ
た
。

城
東
中
軟
庭
部
３
年
15
歳
だ
っ
た
。

▼
ア
ジ
ア
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、「
戦

後
日
本
の
復
興
」を
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙

い
が
あ
っ
た
。
今
大
会
は「
福
島
第
２

原
発
事
故
隠
し
」か
ら「
コ
ロ
ナ
か
ら
の

復
興
」に
変
異
！
▼
前
回
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
高
知
の
選
手
が
出
場

す
る
飛
び
込
み
競
技
を
、
学
校
の
体

育
館
で
生
徒
全
員
が
テ
レ
ビ
観
戦
で

応
援
を
し
た
。
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
決
勝
、
対
ソ
ビ
エ
ト

戦
は
、
当
時「
鬼
の
大
松
・東
洋
の
魔

女
」と
呼
ば
れ
た
日
紡
貝
塚
の
選
手

が
主
力
で
、
金
メ
ダ
ル
に
日
本
中
が

沸
い
た
▼
開
会
式
は
統
計
上
最
も

天
気
の
良
い
10
月
10
日
の
さ
わ
や
か

な
秋
晴
れ
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
は

ア
メ
リ
カ
の
意
向
を
優
先
し
、
真
夏
の

7
月
開
催
。
選
手
は
置
き
去
り
で
、

聖
火
リ
レ
ー
も
ス
ポ
ン
サ
ー
の
車
オ
ン

パ
レ
ー
ド
。
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
が
心
配

と
い
い
な
が
ら「
密
」状
態
▼「
ワ
ク
チ

ン
は
足
り
る
？
」「
外
国
か
ら
選
手
は

来
る
？
」国
民
の
７
割
が「
開
催
は
無

理
」と
答
え
て
い
る
。
そ
れ
で
も
菅
首

相
は
ス
カ
の
一
つ
覚
え「
安
全
・安
心

の
開
催
を
」の
み
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了

後
に
コ
ロ
ナ
の
第
５
波
で
日
本
全
体
が

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
！
な
ん
て
絶
対
に
ご
め

ん
だ
！
（畑
）

針路

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
声
を
上
げ
よ
う

い
ま
こ
そ
最
低
賃
金
１
５
０
０
円
に

５
月
２
５
日
、
今
年
の
最
低
賃
金
を
決
め
る
高
知
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
の
議
論
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
最
低
賃
金
の
役

割
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
く
ら
し
も
経
済
も
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
し
て
い
く
た

め
に
も
、
最
低
賃
金
１
５
０
０
円
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。


